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       みなさん、お久
ひさ

しぶりです ! 留
りゅうがくせいしんぶん

学生新聞をお届
とど

けします。日
に ほ ん

本の蒸
む

し暑
あつ

かった夏
なつ

も終
お

わり、い

よいよ 2005 年
ねんこうき

後期の授
じゅぎょう

業が始
はじ

まりました。爽
さわ

やかな秋
あきかぜ

風に乗
の

せて、『留
りゅうがくせいしんぶん

学生新聞』第
だい

6 号
ごう

をお届
とど

け致
いた

します。大
だいがくせいかつ

学生活は軌
き ど う

道に乗
の

っていますか ? EXPO( 愛
あいちばんぱく

知万博 ) は如
い か が

何でしたか ? 季
き せ つ

節は秋
あき

―

「収
しゅうかく

穫の秋
あき

」であると同
ど う じ

時に「灯
とうかした

火親しむ秋
あき

」でもあります。アルバイトは大
たいへん

変でしょうが、健
けんこう

康

に注
ちゅうい

意しながら、本
ほん

( 書
しょもつ

物 ) をたくさん読
よ

んで、しっかり勉
べんきょう

強して下
くだ

さい。楽
たの

しく留
りゅうがくせいかつ

学生活を送
おく

り

ましょうね !  本
ほ ん し

紙に掲
けいさい

載する多
おお

くのニュースが、留
りゅうがくせいかつ

学生活を送
おく

るあなたのお役
やく

に立
た

つように願
ねが

って

います。 私
わたし

は、今
こんかい

回 初
はじ

めての本
ほ ん し

紙の編
へんしゅう

集を担
たんとう

当しますが、まだよく分
わ

からないことが多
おお

いので、ぜ

ひみなさんから応
おうえん

援やご指
し ど う

導を頂
いただ

きたいと思
おも

います。どうぞ宜
よろ

しく ! 【編
へんしゅうぶ

集部・馬
まぎょう

暁セイ】

 

      

9
月
2
7
日
、
さ
わ
や
か
な
秋あ

き

の
季き

せ
つ節

に
第だ

い
に
か
い

二
回
四
日
市
大
学
留
学
生
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多た

す
う数

の
参さ

ん
か加

を
得え

て
午ご

ご後
2
時じ

3
0
分ぶ

ん

か
ら
3
1
1
教き

ょ
う
し
つ

室
で
開ひ

ら

か
れ
た
。
宗む

ね
む
ら
な
ん
お

村
南
男
学が

く
ち
ょ
う

長
が
「
頑が

ん
ば張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨あ

い
さ
つ拶

。
1

~

3
年ね

ん
せ
い生

の
十
一
人に

ん

の
弁べ

ん
し士

が
一
人
十
分ぶ

ん

ず
つ
熱ね

つ
べ
ん弁

を
ふ
る
っ
た
。
留
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
長
西に

し
ま
き
き
ょ
う
じ
ゅ

牧
教
授
は
「
弁
論
大
会
を
通と

お

し
て
、

留り
ゅ
う
が
く
せ
い
た
ち

学
生
達
の
留

り
ゅ
う
が
く
せ
い
か
つ

学
生
活
と
考

か
ん
が

え
が
よ
く
理
解
で
き
た
」
と
講

こ
う
ひ
ょ
う評

。
最

さ
い
ゆ
う
し
ゅ
う
し
ょ
う

優
秀
賞
に
は
、
崔さ

い
こ虎

（
総
2
）「
私

わ
た
し

の
日に

ほ
ん
り
ゅ
う
が
く
せ
い
か
つ

本
留
学
生
活

•
留り

ゅ
う
が
く
せ
い
か
つ

学
生
活
を
振ふ

り
返か

え

っ
て
」、
優

ゆ
う
し
ゅ
う
し
ょ
う

秀
賞
に
は
馬ま

ぎ
ょ
う暁

セ
イ
（
M
D
2
）「
私

わ
た
し

の
国く

に

と
日に

ほ
ん本

•
日に

ほ
ん
り
ゅ
う
が
く

本
留
学
で
考

か
ん
が

え
た
こ
と
」、

第だ
い

3
位い

に
は
ソ
ン
・
エ
ン
（
現
ビ
1
）「
落お

ち
込こ

ん

ん
で
ば
か
り
い
る
の
は
も
う
や
め
に
し
ま
す
」、
が
そ
れ
ぞ
れ
選え

ら

ば
れ
、

永な
が
と
ふ
く
が
く
ち
ょ
う

戸
副
学
長
か
ら
賞

し
ょ
う
ひ
ん品

と
賞

し
ょ
う
じ
ょ
う

状
が
授じ

ゅ
よ与

さ
れ
た
。
そ
の
他た

の
出

し
ゅ
つ
じ
ょ
う
し
ゃ

場
者
は
次つ

ぎ

の

通と
お

り
（
登

と
う
だ
ん
じ
ゅ
ん

壇
順
）。
全ぜ

ん
い
ん員

に
記き

ね
ん
ひ
ん

念
品
が

贈ぞ
う
て
い呈

さ
れ
た
。
◆
ゾ
ブ
ド
・
ソ
ド
ゲ
レ

ル
（
済
2
）、ジ
ョ
ウ
・
シ
ョ
ウ
（
環
3
）、

ウ
・
フ
セ
ン
（
総
2
）、
坂さ

か
く
ら
こ
う
へ
い

倉
恒
平
（
済

4
）、
オ
ウ
・
テ
ツ
（
営
2
）、
セ
キ
・

ダ
イ
コ
ウ
（
営
2
）、棟む

ね
だ
み
つ
る

田
充
（
環
4
）、

ト
ウ
・
ケ
ン
（
営
3
）。
今こ

ん
か
い回

、
二
名

の
日
本
人
学が

く
せ
い生

も
参さ

ん
か加

し
て
、
自じ

ぶ
ん分

の

主し
ゅ
ち
ょ
う

張
を
述の

べ
た
こ
と
で
、
留
学
生
に

と
っ
て
も
良
い
影
響
を
与あ

た

え
た
。

第２回四日市大学留学生弁論大会



＜第６号＞

　　 昨
さ く ね ん ど こ う き

年度後期の私
しひりゅうがく

費留学生
せい

成
せいせきゆうしゅうしゃ

績優秀者 5 人に対
たい

して奨
しょうがくきん

学金が給
きゅうふ

付さ

れた。これは各
かくがっか

学科から 1 名
めい

、一
いちじきん

時金 =3 万を支
しきゅう

給する制
せ い ど

度で、対
たいしょう

象は、

「前
ぜんがっき

学期に 14 単
たんいいじょう

位以上を取
しゅとく

得した成
せいせき

績 優
ゆうしゅう

秀者
しゃ

」から留学生支援委
い い ん

員

会の承
しょうにん

認を経
へ

て選
せんしゅつ

出される。今
こんかい

回の授与者は次
つぎ

の5人。◆李
り

 松
しょうりん

林 (済4)、

歐
おうよう

陽 漫
まん

江
え

( 営 2)、梁
りょう

 剣
け ん ぽ

波 ( 環 2)、馬
ま

 暁
ぎょう

セイ (MD2)、擢
てき

悦
えつ

( 総 3)。

◆ ...2 回
かいれんぞくじゅきゅう

連続受給となった擢悦さんは「自
じ ぶ ん

分が認
み

められたという思いが、

私には、とても重
じゅうよう

要です。これからも一
いっそう

層 勉
べんがく

学に励
はげ

みたいです」と、

留学生成績優秀者 ( 平成 16 年度後期 ) 奨学生決定

喜
よろこ

びと抱
ほ う ふ

負を語
かた

っていた。

   【参考】◎ ... なお、現
げんこう

行の留学生奨学金の交
こ う ふ

付団
だんたい

体は次の通り

( 照
しょうかいさき

会先 : 留学生支援センター )。

三
みえけんこくさいこうりゅうざいだん

重県国際交流財団 ( 私
し ひ

費外国人留学生給
きゅうふきん

付金 )、日本学生支
し え ん き こ う

援機構

( 学
がくしゅう

習奨
しょうれいひ

励費 )、文
もんかしょう

科省 ( 国
こ く ひ

費外国人留学生・日本政府奨学金 )、四日市

北ロータリー(四日市大特別奨学金)、四日市大(成績優秀者/貢
こうけんけんちょ

献顕著)。

しい留学生活楽しい留学生活楽 楽楽愛知万博

大
学
で
知
識
を
身
に
付
け

る
と
同
時
に
楽
し
い
留
学

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！学学

与与
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＜第６号＞

ニュースニュース
◆人

じんみんげん

民元切
き

り上
あ

げ 留学生・

在日中国人への影
えいきょう

響は ?

中国の中
ちゅうおうぎんこう

央銀行に相
そうとう

当する中国人民銀行

が 21 日、人民元の為
か わ せ

替レートを 2% 幅
はば

切り上げた。中国通
つ う か

貨の人民元は従
じゅうらい

来、

上
じょうげ

下 0.3% という狭い変
へんどうはば

動幅の中で事実

上米
べい

ドルに固
こうてい

定されており、今後もこの変動幅

には変
へんこう

更はないが、今回その基
きじゅんち

準値が 1 米ドル

=8・28 元から 8・11 元に切り上げられた。ま

た今後は米ドルのみならず日本円やユーロも含
ふく

めた複
ふくすうつうか

数通貨の動きをレート決
けってい

定の参
さんこう

考にする、

いわゆる通貨バスケット制
せ い ど

度が導
どうにゅう

入される見
みとおし

通

◆留学時の外貨両
りょうがえ

替制
せいげん

限 緩
かん わ

和さる

　　中国国家外匯管
かんりきょく

理局によると、中国人が留学などで海

外に出
しゅっこく

国する際に両替可能な外貨の金額制限が今月始めか

ら緩
か ん わ

和された。従来は半年以上海外に滞
たいざい

在する場合、一

度に持ち出せるのは 5 千米ドルまでだったが、これが留学

者も含め 8 千米ドルまでに緩和された。加えて従来両替時

には両替額の 2 倍の預
よちょきん

貯金 ( 保証金 ) が必要だったが、こ

の保証金も一
いちりつ

律、両替額プラス 2000 元 (2 万 6 千円 ) に

引き下げられた。また換金手
てつづき

続きも簡
か ん そ か

素化され、パスポー

トと渡
とこうさき

航先のビザを提
て い じ

示するだけで、人民元から外貨への

両替が可能になった。とはいえこれはあくまでも銀行に

おける公的な両替に限
かぎ

った話で、私費留学の場合は上記の

上
じょうげんがく

限額全
すべ

てを外貨に替
か

えても、とうてい海外留学に耐
た

え

うる金額とは言えないため、現実には依
い ぜ ん

然として私的な

ルートによる両替や海外の親
しんせき

戚による支援で留学するケー

スが大半のようだ。

 

しだ。人民元切り上げは留学生や在

日中国人の生活や日本留学にどのよ

うな影
えいきょう

響を与
あた

えるのか ? まずメリッ

トを享
きょうじゅ

受すると考えられるのは親
おやもと

元

からの定
て い き

期的な仕
し お く

送りや送
そうきん

金に頼
たよ

る

留学生で、人民元の外
が い か

貨に対する

価
か ち

値が高
たか

まるため、一
いっぱんってき

般的には仕送

り元
もと

の親の負
ふ た ん

担が軽
けいげん

減される。これ

から留学を目
め ざ

指そうとする人も、人

民元建
た

てで換
かんさん

算した留学費
ひ よ う

用が圧
あっしゅく

縮

されるため同
どうよう

様にプラス面が大き

い。一方ですでにまとまった外貨を

準
じゅんび

備して来日した人やすでに両
りょうがえず

替済

みの米ドルや日本円を有する留学生

にとっては、今回の切り上げはマイナスとなる。日本で働
はたら

いて稼
かぜ

いだお金を本
ほんごく

国に送金する外国人就
しゅうろうしゃ

労者や、蓄
たくわ

えた

預
よ き ん

金を持ち帰ろうとする中国人などにとっても、人民元に

対する日本円や米ドルの価値が下がるため、元建ての送金・

持
じさんがく

参額は少なくなる。

　　中国人学生で組
そ し き

織する国費留学生の団体などが 10 日、東京の中国大使館で会合を開

き、先に胡
こうきんとう

錦濤国家主席が「反ファシスト戦争勝
しょうり

利 60 周年記念大会」においておこなっ

たスピーチ内容を学習した。出席者によると過去の戦争を総
そうかつ

括する必要性とともに、中日

関係の重要性を訴
うった

える意見も少なくなく、東京大学のある留学生は「歴史問題を強
きょうちょう

調する

のは恨
うら

みや憎
にく

しみを引きずるためではなく、歴史を鑑
かがみ

に未来に向かうためだ。中日友好は

私たち若者に課せられた使命だ」と語ったという。

◆中日友好は若
わかもの

者の使
しめい

命

                                 ◆中米から留学生ら千人受け入れ

　　小泉純一郎首
しゅしょう

相は来日中の中
ちゅうべい

米地
ち い き

域 7 ヶ国首
しゅのう

脳と会談した中で、今後 5 年をめどに

同
どう

地域からの留学生受け入れを強
きょうか

化する考えを伝
つ

えた。研修生と併
あ わ

せ、約千名程度の受け

入れを想定しているという。同地域から日本への留学生は極
きょくたん

端に少なく、南米を併せた中

南米エリアののべ数でも 1015 人 ( 平成 15 年 5 月現在 ) にとどまっている。今回の首脳

会
かいだん

談は中米 5 ヶ国と日本の国
こっこう

交樹
じゅりつ

立 70 周年を記念して開催された。
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＜第６号＞

　　成績が傑
けっしゅつ

出し 1 ～ 2 年早く大学に進学する

「飛び級学生」が珍しくない中国だが、このほ

ど僅
わず

か 10 歳で理工系大学に合格する超・飛び

級学生が出
しゅっげん

現し、マスコミの話
わ だ い

題をさらってい

る。この学生は遼
りょうねいしょう

寧省出身で、今年の大学入

試で天
てんしん

津工
こうていしはんがくいん

程師範学院の数理情報科学部に合格

した。9 月に入学予定で当面は父親と一緒に寮

生活を送るという。日本では文部科学省の規定

などがあるためこれだけ大
だいたん

胆な飛び級はまず不

可能だが、中学、高校と飛び級を連
れんぱつ

発すればこ

うしたケースもあり得る中国の教育制度は、あ

る意味実力主義と言えるのかも。

◆超・飛び級 !10歳の大学生が誕
たんじょう

生

　　先月ロンドンで起こった同時爆発テロ事件に

関連し、上海の英国総領
りょうじかん

事館関
かんけいしゃ

係者は「わが国の

留学ビザ政策は変わらない。総領事館の ( ビザ発

給 ) 業
ぎょうむ

務も通常通りに行
おこな

われており、( 一部で言わ

れているような ) 申
しんせい

請の厳
げんかくか

格化や背
はいけい

景調査などは

あり得ない」と語
かた

った。先に北京で行われた国際

教育展では、子女の英
えいこく

国留学を敬
けいえん

遠する発
はつげん

言が両

親など出席者から相次いでおり、9・11 事件直後

の米国のように申
しんせい

請が厳しくなるのではないかと

の憶
おくそく

測も広
ひろ

がっていた。

◆テロが留学審査に与える影響を否定
～在上海英国総領事館

　　( 独 ) 日本学生支援機構は今年 6月

におこなわれた日本留学試験の「日本

語」科目に採点ミスがあったことを公

表した。問題の箇
か し ょ

所は「読
とくかい

解」問題の

2つで、選
せんたくし

択肢の修
しゅうせい

正が事前に正解表に

反
はんえい

映されていなかったのが原因という。

影響を受けるのは全受験者のほぼ 4割に相

当する 2388 人で、同機構では該当者の採

点結果を修正する見通しだ。

◆日本留学試験で採
さいてん

点ミス発
はっかく

覚

　　福岡の大
おお て

手私鉄、西日本鉄道 ( 西鉄 ) は留学

生を始めとした外国人向けサービスとして、中国

語、英語など 3カ国語によるテレホンセンターを

設
もう

けた。すでに電話による問い合わせなどの受付

を開始しており、同地を訪
おとず

れる外国人観光客など

からも重
ちゅうほう

宝されそうだ。バスや電車を利用する外

国人からの利用上の質問やルート照会などに年中

無休で対応するという。福岡市は全国で最も早い

時期から、博
はかたえき

多駅など主要ターミナルの案内ボー

ドに中国語・韓国語による表示を導入しており、

市民や留学生の間でも利用頻
ひん ど

度の高い西鉄におい

ても通
つうやく

訳サービスが始まることで、さらに外国人

にやさしいインフラ整
せいび

備が進むことになる。

◆西鉄で外国人向け通訳サービス開始

　　 ニュージーランド統計局の発表によると同

国の 2004 年度現在の留学生総数 ( 速
そくほうち

報値 ) は

約 4万 2千人となり、前年度の同 7万 2千人か

ら一気に 3万人も激減した。また新華社の報道

では同国への中国人学生も 37%減少している模

様だ。留学斡
あっせんぎょうしゃ

旋業者を巡
めぐ

る不
ふしょうじ

祥事や語学学校の

連
れんさとうさん

鎖倒産などが直
ちょくせつ

接影響を与えたものとみられ

る。人材不足の解
かいしょう

消に留学生の活用を 日中両国

の代表的な経済団体である日本経団連と中国企

業連
れんごうかい

合会は、先日東京都内でシンポジウムを開

催し、中国現地に進出した日系企業の間で顕
けんざい

在

化
か

している人材不足の解消手段として、日本留

◆ニュージーランドへの留学生が激
げきげん

減
学経験をもつ中国人を積

せっきょく

極的に登用していく

ことで一致した。中国企業連合会には元留学生

が日本国内で経営する企業関係者や中国人の大

学教授などが名を連ねており、日本企業の採用

方
ほうしん

針にも一定の影響力を有する。日本国内にお

ける留学生の就職者 (「就労」資格取
しゅとくしゃ

得者 ) は

昨年度 5264 人と史上最高を更新したが、その

一方で増え続ける国内の大学生との激
げきれつ

烈な競争

にさらされる帰国就職者の就職状況は目下大変

厳しいとされる。人
ひと で

手不足に悩
なや

む日系企業との

橋渡しなど、今後の、両経済団体を通じた具
ぐた い

体

的な取り組みが期待される。

4
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　　大学「全入時代」の到来が来年に迫る中、

定員割れしている私立大学の数が依然として全体

の 3 割近くに高止まりしていることが、日本私立

学校振
しんこう

興・共
きょうさいじぎょうだん

済事業団の調べで明らかになった。

同調査によると今年春に学生を募
ぼしゅう

集した私大 542

校のうち 160 校が定員割れしている。この数は

史上最高で、全私大の入学者を募集定員で割って

算
さんしゅつ

出される定員充
じゅうそくりつ

足率も 109・9% となり、ここ

10 年間で急激に減少しているという。特に、す

でに「全入」状態にある地方の大学は状況が深
しんこく

刻

で、このまま定員割れと充足率低下が進めば、近

い将来、深刻な経営危
き き

機に陥る可能性もささやか

れている。

◆私大の定員割れ さらに深刻に

　　2003 年に福岡で起こった松本さん一家殺害事件

で、逃
とうぼう

亡先の中国で逮捕され死刑判
はんげつ

決を受けていた元

留学生の被
ひこ く

告 1人に対する刑が先月 12日、すでに執

行されていたことがわかった。沈陽の日本国総領事館

にも事前の連絡などが一切なかったことから、関係者

の間では波
はもん

紋が広がっている。一部には「事件が日中

関係に与
あた

えた影響を考
こうりょう

慮し、早く幕
まく ひ

引きを図りたいと

の中国側の思
おもわく

惑があったのではないか ( 関係者 )」と

の見方もある。同事件では同じく中国で起
き そ

訴された 1

人の被告に無期懲
ちょいえき

役の判決が確定。日本で逮捕された

もう 1人の容
ようぎしゃ

疑者はなお裁
さいばん

判が続いている。

◆福岡事件の被告に死刑執
しっこう

行

　　大型のハリケーン「カトリーナ」による被
ひが い

害

が甚
じんだい

大な米国南部のルイジアナ州ニューオリンズ

には、当初約 30 名ほどの中国人留学生が取り残

されていたが、すでに無事現地を脱出したことが

わかった。内訳はルイジアナ州立大学の留学生 26

名、ニューオリンズ大学の 7名などで、すでにテ

キサス州ヒューストンなど近隣都市に避
ひな ん

難した。

ただ一部の在米華人の消
しょうそく

息が今なお不明で、現地

の総領事館では安
あんぴ

否の確
かくにん

認を急いでいる。

◆ハリケーン被害地の留学生 

無事脱
だっしゅつ

出

◆中国浙江省が帰国就職者

3千人受け入れ計
けいかく

画

　中国の上海に隣
りんせつ

接する浙江省は、今後 5年

間で 3 千名の海外留学帰国者を受け入れる

計画を固
かた

めた。同
どうしょうじんじちょうかんぶ

省人事庁幹部がこのほど

明らかにしたもので、特に同省内の留学人

員創
そうぎょうえん

業園で新規創業する帰国者に対しては、

税
ぜいきん

金の減
げんめん

免や起業資
し き ん ゆ う し

金融資、子女の戸
こせ き

籍・就

学などの面で手厚い優
ゆうぐうさく

遇策を施
ほどこ

す。同省から

は日本への留学生も少なくない。

 　中国最大の経済都市である上海には世界各国から留学生が集まっているが、 最近は韓国人留学

生の増加ぶりが著
いちじる

しいという。 全国の重点大学に指定されている上海屈
く っ し

指の名門校でも、 全留学

生の 7 割を韓国人が占
し

める大学が出てきた。 背景には中国経済の発展に伴
ともな

って、 韓国からも多く

のビジネスマンが上海入りしその子女が現地の大学に入学するケースが増えていることや、 文化的

な親
しんきんかん

近感から中国語を学びたいという旧来の風
ふうちょう

潮が若者にも浸
し ん と う

透し始めたことなどがあるものとみら

れる。 韓国は日本と並び中国への留学生を最も多く輩
はいしゅつ

出する国だが、 韓国人の場合、 1990 年代ま

では天津や東北エリアなど地理的に近い中国北方エリアへの留学生が圧倒的に多かった。 経済交

流の緊
き ん み つ か

密化とともに留学目的には 「将来のビジネスに役立つ」 といった理由が増え始め、 留学先も

経済先進地域へと移
う つ

りつつあるようだ。

◆上海で韓国人留学生

5
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　　 世界最大の PC 企業である米国デル (DELL) が、2006 年春に大学・

大学院・専門学校などを卒業予定の学生を対象に、大連にあるサービス

センターの現地社員を追
ついか

加募集する。外国人留学生 ( 国籍不問 ) や在日外

国人 ( 既
きそっしゃ

卒者 ) を始めとして、中国で働くことを希望する日本人学生も応

募が可能だ。夏以降も応募者多数につき、6月に続く「採用説明選考会」

の追加開催が決まった。

◆職種 :

 営業、テクニカルサポート ( 技術サポート )、カスタマーケア ( 顧客サー

ビス )、ビジネス

◆採用人数 :

各職種とも相当数

◆応募資格 :

来年 4月から大連に赴任でき日本語が堪能な者であれば、誰でも応募可

能。既卒者や転職希望者、日本人でも応募できる。

◆「採用説明選考会」概要

 首都圏 ( 川崎本社 )・大阪・福岡の 3会場で実
じっし

施

首都圏 =11 月 13 日 ( 日 )・17 日 ( 木 )   会場 =デル日本法人本社 ( 川崎 )

福岡 =11 月 23 日 ( 水 / 祝 ) 会場 =アクロス福岡 大会議室

大阪 =11 月 26 日 ( 土 ) 会場 =トーコーシティホテル梅田　

留学生就職情報
留学生向けに最新の就職情報をお送りします。いずれも現

時点で 2006 年春卒業予定者が応募できる求人で、中には

既卒者でも応募可能な企業もあります。文中の「留学生新

聞」とは、メディアチャイナ発行「留学生新聞」のことです。

本紙 ( 四日市大学の留学生新聞 ) と同じ名称ですが、インター

ネットで配信されている別の情報メディアのことです。以

下の記事は同メディアからの転載です )

( 注意 ) いずれの会場も 10 時、14 時の 2回実施しますが、10 時の回

は留学生・在日外国人のみ受付します。14時の回は留学生・在日外国人・

日本人のいずれも参加可能です。日本人の方は必ず 14時の会に参加登

録してください。

 ◆応募方法 ：

説明選考会に参加するためには事前に参加登録が必要。希望者は下記

の必要項目を e-mail または FAX で留学生新聞まで送信のこと。追って

当日の案内を本人宛にメール送信。

( 会社ホームページ http://www.dell.com/dalian)

■参加登録に必要な項目 :

希望参加会場 ( 首都圏、福岡、大阪 )、希望参加日時、希望参加時間、

氏名 ( 漢字及び英語 )、性別、生年月日、在籍学校及び学部・研究科名、

会社名 ( 職歴のある方 )、日本の住所、電話番号・携帯番号、eメール

アドレス、卒業年 (2006 年卒業予定、或いは○○年既卒 )

 ◇登録先 :e-mail:saiyou2006@dream.com  

      FAX =03-5458-4175( 留学生新聞 )

 

留学生就職情報
新設の就職情報サイトからも情報収集が可能 ! 人材サービ

スを手がける日総工産株式会社 ( 日総グループ ) が最近立ち

上げた中国・台湾人向けの求人・求職サイト「中日求人求

職 .com」でも、最新の留学生向け就職情報が提供されている。

興味のある方はまず下記にアクセス !

  「中日求人求職 .com」 アクセス先 http://cj-job.com

DELL大連が留学生の追加募集を決定 !
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　中国の最高学位である「院士」の多くを始めとして、古くは科挙

試験の合格者も数多く輩出した江蘇省常州市が、日本で中国人留学生

を対象とした人材募集説明会を開催する。先日実施された同省蘇州市

の人材募集説明会でも多くの留学生が就職先の確定にこぎつけており、

今回も現地政府・企業関係者との懇談などが予定されている。帰国就

職を考えている留学生には絶好のチャンスだ。参加要件は特になし。

※「常州市留学・専門人材 募集説明会」概要

◆開催日時 :

2005 年 10 月 10 日 ( 月曜日、祭日 )PM15:00 から受付しました。

◆内容 :

「常州市留学・専門人材 募集説明会」「懇親パーティー」 

◆場所 :

アルカディア市ヶ谷 私学会館 5F 大雪の間・穂高の間

◆住所 :

東京都千代田区九段北 4-2-25 (TEL:03-3261-9921)

◆交通 :

＜第６号＞

地下鉄有楽町線、南北線市ヶ谷駅 A1-1 出口、地下鉄新宿線市ヶ谷駅

A1-1 A4 出口、JR 中央 ( 総武 ) 線市ヶ谷駅の各出口から徒歩約 2分

◆参加費用 :

無料

◆参加申し込み方法 :

氏名、性別、年齢、最終学歴、学校、専門分野、住所、電話番号、メー

ルアドレスなどの個人情報を日中交流促進会事務局の林先生まで送って

下さい。( 個人情報の秘密は厳守いたします )。

 申し込み先 E-mail:linxin@nifty.com  FAX:047-426-4188

 NPO 法人 日中交流促進会事務局「常州市留学・専門人材募集説明会」 

事務局

( 注意 ) 申し込み順に登録アドレス宛に受付番号を返信いたします。会

議当日はこの受付番号を持って、受付にて懇親パーティー券をお受け取

り下さい ( 会場の座席数には限りがあるため、先着 200 名までで締切

となります。お申し込みはお早めに )。

メディアチャイナ株式会社 ( 留学生新聞 ) の採用情報

弊紙「留学生新聞」を発行するメディア株式会社では、業務拡大に伴い営業スタッフを

募集している。応募要件は下記の通り。

◆募集職種 ;媒体広告の企画・営業を中心としたメディア業務

◆応募条件 ;日本語・中国語ともに堪能で一定の文章力を有する者。営業経験者歓迎。

既卒者・新卒者とも応募可。

◆勤務地 ;東京 /渋谷

◆応募方法 e-mail または FAXにて履歴書送信のこと

 e-mail:fu.mediachina@dream.com FAX:03-5458-4175

江蘇省常州市が東京で人材説明会を開催
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連
日
強
い
日ひ

ざ差
し
を
浴あ

び
せ
て
い
た
天
気
は
何
だ
か
崩く

ず

れ
て
し
ま
い
、

今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
だ
っ
た
。
待
ち
わ
び
て
い
た
京
都
の
旅り

ょ
こ
う行

。
雨

が
降
ら
ぬ
こ
と
を
祈い

の

り
出

し
ゅ
っ
ぱ
つ発

し
た
。
し
か
し
、
駅
に
着
く
や
否い

な

や
、
バ
ケ
ツ

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
大
雨
が
降
り
出
し
た
。
危あ

や

う
く
、
び
し
ょ
ぬ
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
濡ぬ

れ
ず
に
済す

み
ラ
ッ
キ
ー
な
一
日
か

ら
始
ま
っ
た
。                                                        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
車
の
中
で
は
、
周
り
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
美
し
さ
に
う
っ
と
り
し
て

し
ま
い
、
つ
い
時
が
立
つ
の
も
忘
れ
て
い
た
。
京
都
に
到

と
う
ち
ゃ
く着

し
た
の
が
分
か

る
と
、
私
の
興こ

う
ふ
ん
じ
ょ
う
た
い

奮
状
態
は
絶ぜ

っ
こ
う好

調ち
ょ
うに

達た
っ

し
、
思
わ
ず
歓か

ん
き喜

の
声
を
上
げ
て
し

ま
っ
た
。
京
都
駅
で
何
よ
り
も
驚

お
ど
ろ

い
た
の
は
、
単た

ん

な
る
駅
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
な
ど
を
集

し
ゅ
う
け
つ結

さ
せ
た
総そ

う
ご
う合

ビ
ル
と

し
て
役
割
を
果は

た
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
屋
上
か
ら
は
、
京
都
の
街
並な

み

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
夜
景
が
楽
し
め
る
絶
好
の
場
所
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
駅
は
訪

お
と
ず

れ
る
観
光
客
の
多
さ
を
十
分
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来

た
。
日
本
の
古こ

と都
ー
ー
京
都
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
現
代
都と

し市

の
風
景
を
見
て
、
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
る
人
は
、

ど
こ
が
古
都
な
の
？
と
誰
も
が
そ
う
思
う
だ
ろ
う
。

　

早さ
っ
そ
く速

、
清き

ょ
み
ず水

の
舞ぶ

た
い台

か
ら
飛
び
降
り
る
つ
も
り
で
、
清
水
寺
に
足
を
運は

こ

ん

だ
。
向
か
う
バ
ス
か
ら
の
風
景
は
先
ほ
ど
光
景
が
同
じ
都
市
だ
と
は
思
わ
せ

な
い
ほ
ど
、
古
都
ら
し
い
街
並
み
の
雰
囲
気
が
た
っ
ぷ
り
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

日
本
の
他
の
大
都
市
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
中
国
式
の
街
並
み
で
、
中

国
の
古こ

と都
で
あ
る
西
安
や
北
京
を
思
い
浮う

か
ば
せ
た
。
清
水
寺
に
到
着
し
、

坂さ
か
み
ち道

を
登
り
始
め
る
と
、
両
側
に
老
舗
や
お
土
産
店
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
お

り
、
時
代
劇
で
見
た
下
町
の
光
景
が
現
実
の
も
の
と
し
て
目
の
前
に
現

あ
ら
わ

れ
た
。

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
水
寺
に
向
か
う
大お

お
ぜ
い勢

の
観
光
客
か
ら
人
気
ぶ
り
が

分
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
突
然
色
鮮あ

ざ

や
か
な
赤
い
建た

て
も
の物

「
赤あ

か
も
ん門

」
と

も
呼
ば
れ
る
「
仁に

お
う
も
ん

王
門
」
が
現
れ
た
。
中
に
は
、
大
き
な
鐘か

ね

が
吊つ

ら
れ
て
い

て
、
奥
に
は
「
随ず

い
ぐ
ど
う

求
堂
」「
三さ

ん
じ
ゅ
う
と
う

重
塔
」「
経

き
ょ
う
ど
う堂

」
が
立
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
す

べ
て
が
赤
色
で
、
そ
の
勇ゆ

う
し姿

を
一い

っ
そ
う層

際
立
た
せ
て
い
た
。
更
に
奥
に
進
む
と
、

大
き
く
て
広
々
と
し
た
木
造
建け

ん
ち
く
ぶ
つ

築
物
「
本
堂
」
が
現
れ
、
こ
れ
が
、
有
名
な

清
水
の
舞
台
だ
っ
た
。
今
、
自
分
が
そ
の
清
水
の
舞
台
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
現
実
に
興
奮
を
抑お

さ

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
京
都
市

を
一い

ち
ぼ
う望

す
る
こ
と
が
で
き
、
京
都
駅
か
ら
の
風
景
と
は
一
味
違
う
イ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。
現
代
都
市
の
風
景
と
対

た
い
し
ょ
う照

的
な
古
い
お
寺
の
風
景
と
が
絶
妙
な

調ち
ょ
う
わ和

を
と
っ
て
い
た
。
い
つ
も
な
ら
降
り
続
く
小
ぬ
か
雨
が
う
っ
と
う
し
く

感
じ
る
が
、
静
か
で
厳

お
ご
そ

か
な
お
寺
の
雰
囲
気
に
は
、
う
っ
て
つ
け
の
天て

ん
こ
う候

だ

と
思
っ
た
。
国
は
違
っ
て
も
、
仏

ぶ
っ
き
ょ
う教

文
化
に
対
す
る
両
国
民
の
熱ね

つ
い意

は
全
く

京都の旅
総合政策学部　総合政策学科　２年　

崔
さ い こ

虎

変
わ
ら
な
い
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。
違
う
点
と
し
て
、
日
本
は
お
寺
の
中
に
神

社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
中
国
と
日
本
の
文
化
の
違
い
が
見
ら
れ

た
。

　

二
日
目
は
、朝
か
ら
晴
れ
、気
持
ち
も
す
っ
き
り
し
て
い
た
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

銀ぎ
ん
か
く
じ

閣
寺
、
平へ

い
あ
ん
じ
ん
ぐ
う

安
神
宮
、
金き

ん
か
く
じ

閣
寺
の
建
物
だ
。
ま
ず
銀
閣
寺
に
向
か
っ
た
。
中
に
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
圧あ

っ
と
う倒

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
伝で

ん
と
う統

的
で
優
雅
、且か

つ
静
か
な
雰
囲
気
の
漂

た
だ
よ

う
庭て

い
え
ん園

が
、

目
の
前
に
現
れ
た
。
日
本
人
の
自
然
に
対
す
る
愛
や
自
然
を
生
か
そ
う
と
す
る
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
と
知
恵
が
、こ
の
一
筒
所
で
十
分
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

銀
閣
寺
に
は
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
余よ

い
ん韻

を
残
し
た
ま
ま
、
次
の
予
定
の
平
安
神
宮

に
向
か
っ
た
。
日
本
で
有
名
な
神
社
の
う
ち
の
一
つ
だ
け
あ
っ
て
、
緑
の
瓦

か
わ
ら

で
葺ふ

い
た
赤
く
て
大
き
い
な
建
物
は
太
陽
の
光
を
受
け
、
そ
の
雄ゆ

う
だ
い大

さ
が
一
層
際
立
っ

て
い
た
。
平
安
神
宮
な
ら
で
は
の
独ど

く
と
く特

な
印

い
ん
し
ょ
う象

を
受
け
た
。
あ
ま
り
の
素
晴
ら
し

さ
に
圧
倒
さ
れ
、
永え

い
え
ん遠

の
記
念
に
残
そ
う
と
写
真
を
何
枚
も
撮
っ
て
い
た
。

　

二
日
目
最
後
の
予
定
で
あ
る
金
閣
寺
に
向
か
っ
た
。
金
閣
寺
ま
で
は
平
安
神
宮

か
ら30

分
以
上
も
か
か
り
、京
都
市
の
大
き
さ
が
十
分
に
分
か
っ
た
。
中
に
入
っ

て
間
も
な
く
目
の
前
の
光
景
に
思
わ
ず
驚

き
ょ
う
た
ん嘆

し
た
。
金
色
の
光
が
、
池
の
中
に
映

し
出
さ
れ
た
金
閣
寺
が
さ
ん
さ
ん
と
輝

か
が
や

い
て
い
た
。
周
り
の
景
色
も
銀
閣
寺
の
庭

園
に
勝ま

さ

る
と
も
劣お

と

ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。「
百

ひ
ゃ
く
ぶ
ん聞

は
一い

っ
け
ん見

に
し
か
ず
」
と
い
う
言

葉
通
り
、
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
は
私
の
想
像
を
遥は

る

か
に
越
え
る
素
晴
ら
し
さ
と
美
し

さ
を
見
せ
つ
け
て
い
た
。
世
界
で
唯ゆ

い
い
つ一

か
も
し
れ
な
い
純

じ
ゅ
ん
き
ん金

張
り
の
お
寺
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
、
良
い
思
い
が
出
来
、
自
慢
で
き
る
と
思
う
。

　

二
日
目
の
旅
は
日
本
の
文
化
や
日
本
人
の
自
然
に
対
す
る
価
値
観
、
自
然
を
生

か
す
知
恵
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
神
社
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
実
感
す
る
一
日

だ
っ
た
。

　

三
日
目
に
も
日
本
の
美
し
い
山
水
が
楽
し
め
る
嵐あ

ら
し
や
ま山

を
は
じ
め
、
大だ

い
ほ
ん
ざ
ん

本
山

天て
ん
り
ゅ
う
じ

竜
寺
や
映
画
村
な
ど
を
見
物
し
な
が
ら
、
京
都
の
旅
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
し

た
。

　

短
い
三
日
間
の
旅
だ
っ
た
が
、
得
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
の
三
年
半
の
留
学
生
活

よ
り
も
大
き
か
っ
た
。
友
達
と
一
緒
に
旅
を
す
る
こ
と
も
心
強
く
、「
旅
は 

道
連

れ
、
世
は
情な

さ

け
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
も
よ
く
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
留

学
生
活
は
勉
強
だ
け
で
な
く
、
日
本
各
地
を
自
分
の
足
で
歩
き
、
自
分
の
目
で
確

か
め
な
が
ら
、
実
体
験
を
す
る
こ
と
も
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

忙
し
い
留
学
生
活
か
ら
離
れ
、
な
か
な
か
無
い
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
出
来
、
四
日
市
大
学
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
活
動
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
留
学
生
達
が
日
本
を
も
っ
と
知
り
、
日
本
文
化
に
触
れ
、
留
学
生
活

の
い
い
思
い
に
な
れ
ば
と
思
う
。


